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 くろふね
黒船で日本に

き

来たペリーは、どうやって
にほんじん

日本人と
はな

話したの 

●オランダ
ご

語の
つうやく

通訳が
りょうほう

両方にいた 

 ペリーがやって
き

来たころ、
う ら が

浦賀にあった
ぶぎょうしょ

奉行所は、
とうきょうわん

東京湾に
で

出
い

入りする
ふね

船を
しら

調べる
や く め

役目

を、もっていました。ペリーの
かんたい

艦隊が
あらわ

現れて、
う ら が

浦賀の
おき

沖
あ

合いにいかりを
お

下ろすと、まもな

く、
よ り き

与力の
なかじまさぶろうすけ

中島三郎助と、オランダ
つ う じ

通詞（
つうやく

通訳）の
ほりたつのすけ

堀達之助が
の

乗った
ぶぎょうしょ

奉行所の
ふね

船が、
ちか

近づい

て
き

来ました。ペリーが
の

乗っているサスケハナ
ごう

号のそばまで
く

来ると、
ほり

堀が
した

下から
おおごえ

大声で、「
じ ぶ ん

自分

はオランダ
ご

語が
はな

話せる」と、
え い ご

英語で
よ

呼びかけました。そこで、ペリー
がわ

側は、オランダ
ご

語
つうやく

通訳

のポートマンを
だ

出して、
ほり

堀とオランダ
ご

語で
か い わ

会話をさせ、
ほり

堀・
なかじま

中島のふたりを
じょうせん

乗船させまし

た。このあと
おこな

行われた
はな

話し
あ

合い
い

以
ご

後、
にほんがわ

日本側とペリー
がわ

側の
はな

話し
あ

合いは、
に ほ ん ご

日本語→オランダ
ご

語

→
え い ご

英語、または、その
ぎゃく

逆、という
じゅんじょ

順序で、
やく

訳されました。 

●
え

江
ど

戸
じ だ い

時代の日本に、オランダ
ご

語を
はな

話せる
ひとびと

人々がいた 

 
え

江
ど

戸
ばく

幕
ふ

府が
さこく

鎖国を
はじ

始めると、
ながさき

長崎の
で

出
じま

島にオランダ
しょうかん

商館が
お

置かれ、オランダ
つ う じ

通詞が
つうやく

通訳を
おこな

行いました。そして、
で

出
じま

島から、オランダの
い が く

医学・
てんもんがく

天文学などの
がくもん

学問（
らんがく

蘭学）が、日本に
はい

入

って
き

来ました。
ばく

幕
ふ

府も、
らんがく

蘭学
しゃ

者を
あつ

集めて、オランダ
ご

語の
しょもつ

書物を、
に ほ ん ご

日本語に
やく

訳させたりしまし

た。そのため、ペリー
がわ

側と
はな

話すときに、オランダ
ご

語を
り よ う

利用できたわけです。 

●
え い ご

英語の
ぶんしょ

文書を
やく

訳すときは、
ちゅうごくご

中国語も
り よ う

利用された 

 その６
か

日
ご

後に、
く り は ま

久里浜で、
にほんがわだいひょう

日本側代表の
う ら が

浦賀
ぶぎょう

奉行にわたされた、アメリカ
だいとうりょう

大統領の
てがみ

手紙に

は、ペリーに
どうこう

同行した
ちゅうごくご

中国語
つうやく

通訳のウィリアムスによって、
かんぶん

漢文（
ちゅうごくご

中国語）に
やく

訳されたもの

も、
つ

付けられました。
え

江
ど

戸
ばく

幕
ふ

府では、
かんぶん

漢文を
に ほ ん ご

日本語に
やく

訳したものをもとにして、いろいろな
ひと

人の
い け ん

意見を、
あつ

集めました。
よくとし

翌年に
むす

結ばれた、
にちべいわしんじょうやく

日米和親条約には、
に ほ ん ご

日本語・
え い ご

英語・オランダ
ご

語・
かんぶん

漢文の４
しゅるい

種類の
ぶんしょ

文書が、
よ う い

用意されました。（監修・田代 脩） 


